
3 

(近
研窪江
究田商
の人
目和の
的美宗
)教

倫
理 (6)(5) 

各
邑
義
と
王
朝
や
地
方
官
と
の
関
係
の
分
析

各
邑
義
に
み
え
る
仏
教
思
想
の
分
析

(
研
究
計
画
)

こ
れ
ま
で
近
江
商
人
の
研
究
で
は
、
経
済
的
な
要
因
が
問
題
と
さ
れ
た

研
究
業
績
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
が
、
彼
ら
を
多
く
輩
出
し
た
地
域
は
、
実

は
真
宗
信
仰
が
盛
ん
な
地
域
で
商
家
自
体
も
真
宗
門
徒
で
あ
る
例
が
多
い
。

つ
ま
り
、
何
故
近
江
商
人
に
真
宗
信
仰
に
熱
心
な
門
徒
が
多
い
の
か
、

そ
し
て
彼
ら
の
価
値
観
や
杜
会
意
識
は
、
近
江
と
い
う
地
域
性
と
近
江
出

身
で
あ
り
な
が
ら
、
全
国
に
向
け
て
商
圏
を
拡
大
し
て
い
っ
た
状
況
に
は
、

宗
教
的
要
因
も
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
近
江

商
人
の
宗
教
倫
理
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
研
究
の
目
的
で

あ
る
。近
江
商
人
興
隆
期
に
は
、
石
田
梅
岩
の
「
石
門
心
学
」
や
二
宮
尊
徳
の

「
報
徳
運
動
」
に
影
響
を
受
け
た
と
い
う
研
究
も
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は

当
時
の
流
行
や
地
域
性
に
よ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
今
回
は
真
宗
教
義
に
影
響
を
受
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
商

家
の
う
ち
、
関
東
方
面
を
中
心
に
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

将
来
的
に
は
、
浄
土
真
宗
の
宗
教
倫
理
だ
け
で
な
く
、
広
く
仏
教
の
他

宗
、
あ
る
い
は
石
門
心
学
や
報
徳
運
動
の
影
響
も
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
る
が
、
現
段
階
で
は
具
体
的
な
方
法
論
が
見
い
だ
せ
て

し
な
し
。

社
会
学
的
手
法
を
使
っ
て
、
仏
教
と
り
わ
け
真
宗
の
宗
教
倫
理
を
明
ら

か
に
す
る
。

具
体
的
に
は
、
郷
土
史
に
現
れ
た
近
江
出
身
の
商
人
に
関
わ
る
実
証
デ

ー
タ
に
基
づ
く
検
証
、
さ
ら
に
商
家
を
継
承
し
て
い
る
末
商
か
ら
の
聞
き

取
り
調
査
を
実
施
す
る
。
テ
ー
プ
に
よ
る
録
音
か
ら
こ
れ
を
起
こ
し
て
文

章
の
形
に
し
て
分
析
す
る
た
め
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
使
っ
て
テ
l
プ
起
こ
し

の
作
業
を
依
頼
す
る
。
一
日
六
時
間
労
働
で
コ
一
人
で
五
日
間
あ
れ
ば
、
全

体
の
状
況
が
判
断
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
上
で
デ
l
タ
か
ら
の
裏
付
け
や
新
た
な
デ
l
タ
を
も
と
に
し
て
分

析
と
検
証
を
進
め
る
。

近
江
商
人
は
滋
賀
県
出
身
者
が
多
い
が
、
地
元
滋
賀
に
居
住
し
て
い
る

商
家
は
少
な
く
、
ま
し
て
そ
の
末
育
と
な
る
と
、
埼
玉
県
秩
父
市
、
埼
玉

県
行
田
市
、
群
馬
県
山
田
郡
大
間
々
町
、
群
馬
県
桐
生
市
、
群
馬
県
藤
岡

市
、
埼
玉
県
久
喜
市
、
東
京
都
町
田
市
、
栃
木
県
芳
賀
郡
茂
木
町
、
栃
木

県
真
岡
市
、
栃
木
県
上
尾
市
、
神
奈
川
県
御
殿
場
市
等
関
東
方
面
に
居
住

し
て
い
る
商
家
が
多
い
。
そ
こ
で
実
際
に
は
、
関
東
地
域
へ
の
出
張
が
度

重
な
る
。

〈
〉
平
成
十
七
年
度

兼
任
・
客
員
研
究
員

〈
新
規
〉
〈
〉
(
順
不
同
)

大
取
班

大
取
一
馬
(
本
学
文
学
部
教
授
)

日
下
幸
男
(
本
学
文
学
部
教
授
)

下
西
忠
(
高
野
山
大
学
教
授
)

鈴
木
徳
男
(
相
愛
大
学
教
授
)

安
井
重
雄
(
本
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
)

小
林
強
(
本
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
)

三
浦
俊
介
(
立
命
館
大
学
非
常
勤
講
師
)

西
山
美
香
(
花
園
大
学
非
常
勤
講
師
)

中
西
潔
(
奈
良
工
業
高
専
非
常
勤
講
師
)

高
田
誠
丈
(
履
正
社
高
校
常
勤
講
師
)

辻
野
光
昭
(
仁
川
学
院
中
・
高
校
常
勤
講
師
)

三
輪
正
胤
(
大
阪
府
立
大
学
名
誉
教
授
)

加
美
宏
(
同
志
社
大
学
名
誉
教
授
)

千
般
秋
男
(
東
洋
大
学
教
授
)

岩
井
宏
子
(
甲
南
大
学
非
常
勤
講
師
)

寺
尾
卓
之
(
丹
波
桜
梅
学
園
指
導
員
)

日
比
野
浩
信
(
愛
知
淑
徳
大
学
非
常
勤
講
師
)

近
藤
香
(
本
学
仏
教
文
化
研
究
所
客
員
研

究
員
)

真
希
(
冷
泉
院
住
職
)

酒
主

明
子
(
本
学
非
常
勤
講
師
)

誠
一
(
安
田
女
子
大
学
助
教
授
)

一
瓦
(
本
学
仏
教
丈
化
研
究
所
客
員
研

究
員
)

糸
井
班

糸
井
通
浩
(
本
学
文
学
部
教
授
)

安
藤
徹
(
本
学
文
学
部
助
教
授
)

来
田
隆
(
本
学
文
学
部
教
授
)

石
黒
み
か
(
本
学
仏
教
文
化
研
究
所
客
員
研

究
員
)

外
山
敦
子
(
愛
知
淑
徳
大
学
非
常
勤
講
師
)

辻
野
光
昭
(
仁
川
学
院
中
・
高
校
常
勤
講
師
)

嘗
麻
良
子
(
本
学
非
常
勤
講
師
)

木
村
雅
則
(
西
宇
治
高
校
教
諭
)

忠
住
佳
織
(
本
学
仏
教
文
化
研
究
所
客
員
研

究
員
)

豊
嶋
新
一
(
側
ワ
l
ク
ア
カ
デ
ミ
ー
社
員
)

雨
森
正
高
(
医
師
)

山
寄
泰
正
(
説
話
伝
承
学
会
会
員
)

明
川
忠
夫
(
近
畿
民
俗
学
会
会
員
)

都
築
班

中内宮
村田川

司
自

i

唱
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良
文
(
本
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
)

日
下
班

和
田
恭
幸
(
本
学
文
学
部
助
教
授
)

松
田
美
由
貴
(
桃
山
学
院
高
校
非
常
勤
講
師
)

兼
作
信
行
(
早
稲
田
大
学
教
授
)

加
藤
弓
枝
(
豊
田
高
専
専
任
講
師
)

林
班

李
光
溶
(
本
学
仏
教
文
化
研
究
所
客
員
研

究
員
)

高
山
秀
嗣
(
仏
教
大
学
総
合
研
究
所
嘱
託
研

究
員
)

大
谷
光
淳
(
本
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
)

杉
原
誠
四
郎
(
武
蔵
野
大
学
教
授
)

矢
田
班

ア
ム
ス
タ
ツ
ツ
・
ゲ
イ
レ
ン
(
本
学
文
学
部
教

授
)

芳
村
班

龍
口
恭
子
(
本
学
文
学
部
元
非
常
勤
講
師
)

那
須
良
彦
(
教
学
伝
道
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究

員
)

赤
松
班

赤
松
徹
真
(
本
学
文
学
部
教
授
)

中

川

修

(

本

学

文

学

部

教

授

)

藤
原
正
信
(
本
学
文
学
部
助
教
授
)

藤
村
研
之
(
本
学
文
学
部
助
教
授
)

下
問
一
頼
(
本
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
)

中
西
直
樹
(
京
都
女
子
学
園
事
務
職
員
)

入
津
班

三
谷
真
澄
(
本
学
文
学
部
助
教
授
)

白
須
浄
真
(
国
立
博
物
館
研
究
員
)

西
谷
功
(
泉
涌
寺
宝
物
館
学
芸
員
)

和
田
秀
寿
(
元
芦
屋
市
美
術
博
物
館
歴
史
美

市
川

術
課
係
長
)

丙
勲
(
大
韓
民
国
国
立
中
央
博
物
館
歴

史
部
研
究
員
)

友
美
(
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究

生
)

晃
一
(
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究

生
)

武
田
班

前
田
寄
雄
(
教
学
伝
道
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究

員
)

友
美
(
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究

生
)

関磯
遁

橘
堂

磯
遁

個
人
研
究

東

森

勲

(

本

学

文

学

部

教

授

)

佐
藤
智
水
(
本
学
文
学
部
教
授
)

窪
田
和
美
(
本
学
短
期
大
学
部
助
教
授
)

ニ
O
O
五
年
度
龍
谷
大
学
沼
田
奨
学
金
研
究
奨

学
金
受
給
者

氏
名
・
・
ロ
ミ
広
包
括
ω
氏
(
国
際
日
本
文

化
研
究
セ
ン
タ
ー
・
研
究
員
)

研
究
課
題
・
・
叶
}
揺
さ
-o
胃
2
8
Z
吉
田
口
仏
・

円
同
}
H
』

ω件件}戸。
cmFH
釦ロ門戸日)吋山内リ止のゆ

指
導
教
授
・
・
龍
口
明
生
文
学
部
教
授

期

間

・

・

二

O
O
五
年
四
月
一
日

1
二

0
0

五
年
九
月
三
十
日

氏

名

・

己

E
E
E
m
m
ω
虫
告
。
氏

(口。

U
R仲間
H
5
5
え
〉
色
白

円、∞ロ

mzm凶向。
ω
山
口
門
戸
(
リ
ロ
-tH円。
ω-

d
h
F〉
-UFU-nmH丘
E
R
O
)

研
究
課
題
・
・

ω
F
B
Z
ω
自
門
戸
匹
。
叶
。
宮
担
当
山

同)巾町一。門戸吋角川〈{〈
mw-

。
町
田
口
門
日
早
F-ω
叶

冨

g
g片付
g門目。
ω・

指
導
教
授
・
・
龍
口
明
生
文
学
部
教
授

期

間

・

・

二

O
O
五
年
九
月
一
日

1
二

0
0

六
年
三
月
ゴ
二
日

二
O
O
五
年
度
外
国
人
客
員
研
究
員

氏

名

・

・

王

精

誠

氏

(

中

国

西

安

交

通

大
学
日
本
語
学
部
教
授
)

研
究
課
題
・
・
一
言
語
を
中
心
と
す
る
日
中
文
化
の

比
較
研
究

指
導
教
授
・
・
糸
井
通
浩
文
学
部
教
授

期

間

・

・

二

O
O
五
年
四
月
一
日

1
二

0
0

六
年
三
月
三
十
一
日

氏

名

・

・

顧

鳴

塘

氏

(

中

国

上

海

師

範

大
学
人
文
学
院
文
学
研
究
所
副
所

長
)

研
究
課
題
・
・
日
本
の
平
安
時
代
に
お
け
る
天

台
・
真
言
教
学
の
研
究

指
導
教
授
・
・
浅
田
正
博
文
学
部
教
授

期

間

・

・

二

O
O
五
年
九
月
一
日

1
二

0
0

六
年
三
月
一
日

(
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
所
属

の
沼
田
奨
学
金
受
給
者
)

ニ
O
O
五
年
度
龍
谷
大
学
沼
田
奨
学
金
研
究
奨

学
金
受
給
者
及
び
外
国
人
客
員
研
究
員

氏
名
・
・
ロ
円
・
富
山
内
宮
巴
国
笹
口
氏
(
ド
イ
ツ

マ
l
ル
ブ
ル
グ
大
学
教
授
)

研
究
課
題

--FBEHU害
対
ロ

E
E

指
導
教
授
・
・
若
原
雄
昭
理
工
学
部
教
授

期

間

・

・

二

O
O
五
年
九
月
一
四
日

1
二

O

O
五
年
十
月
十
三
日

氏

名

・

出

2
ロ
色
白
∞
・
の
邑
。
口
氏
(
ア
メ
リ

カ
マ
ギ
ル
大
学
準
教
授
)

研
究
課
題
・

5
∞
E
身
民
国
三
門
戸

F
Z
Z
E
n・

指
導
教
授
・
・
桂
紹
隆
文
学
部
教
授

期

間

・

・

二

O
O六
年
一
月
十
五
日

1
二

O

O
六
年
四
月
十
五
日

〈
〉
研
究
所
日
誌
〈
〉

ー
平
成
十
六
年
度
(
後
期
)
!

十
一
月
十
日
(
水
)
午
後
十
二
時
三
十
分

1

第
五
回
運
営
会
議
開
催

1
、
二

O
O
五
年
度
「
共
同
研
究
」
・
「
個

人
研
究
」
の
予
算
案
に
つ
い
て

2
、
二

O
O
五
年
度
仏
教
文
化
研
究
所
(
善

本
叢
書
・
研
究
叢
書
)
出
版
助
成
の
予
算

案
に
つ
い
て

ω
研
究
叢
書

H
、
日
『
反
省
(
曾
)

雑
誌

E
、
E
』

福

嶋

寛

隆

他

永
田
文
昌
堂

同
研
究
叢
書
問
『
中
世
の
文
学
と
学

問

』

大

取

一

馬

思

文

閣

出

版

同
研
究
叢
書
口
『
問
者
U
E
包
喜
三
E

E
E』
(
フ
ル
カ
ラ

I
版
)
若
原

雄

昭

法

蔵

館

2
、
二

O
O
五
年
度
「
専
任
研
究
員
」
の
選

出
に
つ
い
て

十
一
月
十
七
日
(
水
)

第
六
回
運
営
会
議
開
催
(
持
ち
回
り
開
催
)

1
、
二

O
O
五
年
度
外
国
人
客
員
研
究
員
の

任
用
に
つ
い
て

十
一
月
二
十
九
日
(
月
)
午
後
三
時
j

第
四
回
研
究
談
話
会
(
入
津
研
究
班
)

会

場

大

宮

本

館

一

階

応

接

室

講
題
「
旅
順
博
物
館
所
蔵
漢
文
写
本
断

片
の
整
理
状
況
」

ワ臼
唱

'
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講

干耐叩
A
M
h
H
 

宇
氏
(
旅
順
博
物
館
副
館

王長
)

十
一
月
三
十
日
(
火
)
午
後
三
時
三
十
分
1
五

時第
五
回

会

場

講

題

講

師

研
究
談
話
会
(
安
藤
研
究
班
)

大
宮
本
館
一
階
応
接
室

「
堂
上
と
地
下
の
源
氏
学
」

岩
坪
建
氏
(
同
志
社
大
学
文

学
部
教
授
)

十
二
月
六
日
(
月
)
午
後
四
時
三
十
分
1

第
六
回
研
究
談
話
会
(
林
研
究
班
)

会
場
大
宮
本
館
二
階
会
議
室

講
題
「
『
歎
異
抄
」
第
五
条
の
考
察
」

講
師
松
尾
得
晃
氏
(
本
学
仏
教
文
化

研
究
所
客
員
研
究
員
)

十
二
月
二
十
日
(
月
)
午
後
三
時
1
四
時
三
十

分第
七
回

会

場

講

題

講

師

研
究
談
話
会
(
芳
村
研
究
班
)

大
宮
西
餐
二
一
階
小
会
議
室

「
仏
教
思
想
の
現
代
的
意
味
」

長
崎
陽
子
氏
(
本
学
非
常
勤
講

師
)
岡
本
健
資
氏
(
本
学
非
常
勤
講

師
)

十
二
月
二
十
三
日
(
木
)
午
前
十
一
時
1

第
八
回
研
究
談
話
会
(
日
下
研
究
班
)

会
場
大
宮
清
和
館
一
二
階
会
議
室

テ
ー
マ
「
仏
書
刊
記
集
成
か
ら
国
書
刊
記

集
成
へ
」

講
師
日
下
幸
男
氏
(
本
学
文
学
部
教

授
)

三
月
三
日
(
木
)
午
後
三
時
1

講

日市

研
究
談
話
会
(
楠
研
究
班
)

大
宮
本
館
一
階
応
接
室

「
澄
観
の
四
種
法
界
説
成
立
に
関

す
る
再
検
討
」

藤
丸
要
氏
(
本
学
経
済
学
部
助

教
授
)
「
蔵
俊
撰
「
菩
提
院
抄
」
を
め
ぐ

る
諸
学
僧
」

新
倉
和
文
氏
(
大
阪
学
芸
中
等

教
育
学
部
教
諭
)

三
月
五
日
(
火
)
午
後
四
時
1
六
時

第
十
回
研
究
談
話
会
(
赤
松
研
究
班
)

会
場
大
宮
本
館
一
階
応
接
室

テ
ー
マ
「
戦
時
下
の
「
仏
」
と
「
神
」
に

関
す
る
諸
問
題
」

講
師
赤
松
徹
真
氏
(
本
学
文
学
部
教

授
)

三
月
九
日
(
水
)
午
後
十
二
時
三
十
分
1

第
七
回
運
営
会
議
開
催

1
、
二

O
O
五
年
度
「
共
同
研
究
」
・
「
個

人
研
究
」
の
予
算
決
定
に
つ
い
て

2
、
二

O
O
五
年
度
仏
教
文
化
研
究
所
兼
任

研
究
員
・
客
員
研
究
員
に
つ
い
て

3
、
二

O
O
五
年
度
運
営
会
議
構
成
員
に
つ

い
て

4
、
二

O
O
五
年
度
外
国
人
客
員
研
究
員
の

任
用
に
つ
い
て

5
、
二

O
O
五
年
度
沼
田
奨
学
金
研
究
奨
学

金
受
給
者
の
推
薦
に
つ
い
て

6
、
二

O
O
五
年
度
専
任
研
究
員
の
選
任
に

つ
い
て

7
、
二

O
O
五
年
度
客
員
研
究
員
の
科
学
研

第
九
回

会

場

講

題

講

師

講

題

講

師

究
費
補
助
金
研
究
代
表
者
就
任
に
つ
い
て

三
月
二
十
二
日
(
火
)
午
後
四
時
1
六
時

第
十
一
回
研
究
談
話
会
(
赤
松
研
究
班
)

会
場
大
宮
本
館
一
階
応
接
室

テ
ー
マ
「
上
花
園
神
社
の
仮
面
群
と
高
野

山
周
辺
の
芸
能

新
出
資
料
の
分
析
と
羽
生
郡
比

売
神
社
の
仮
面
と
の
比
較
」

講
師
大
河
内
智
之
氏
(
和
歌
山
県
立

博
物
館
学
芸
員
)

|
平
成
十
七
年
度
|
(
前
期
)

四
月
十
四
日
(
水
)
午
後
十
二
時
三
十
分
1

第
一
回
運
営
会
議
開
催

ー
、
二

O
O
五
年
度
研
究
体
制
・
役
員
に
つ

い
て

所

長
副
所
長

研
究
調
査
部
主
任

事
業
部
主
任

小
玉
龍
口
科
)
糸
井
通
浩
(
日
本
語

日
本
文
学
科
)

矢
田
了
章
(
真
宗
学

科
)
足
立
明
久
(
哲
学
科
)

都
築
晶
子
(
史
学
科
)

F
m
w
N何
回
同
』
ロ

γ~口の
F
O
ω
-

(
英
語
英
米
文
学
科
)

川
添
泰
信
(
短
期
大

学
部
)

入
揮
薦
)
殿
内
薦
)

大
国
(
史
学
科
)

明
生
(
仏
教
学

崇
(
学
長
推

恒
(
学
長
推

事
務
主
任

辻
川
淳
一

次
長
)

2
、
二

O
O
五
年
度
研
究
所
予
算
に
つ
い
て

3
、
二

O
O
五
年
度
兼
任
・
客
員
研
究
員
の

追
加
申
請
に
つ
い
て

4
、
二

O
O
五
年
度
外
国
人
客
員
研
究
員
の

取
り
下
げ
に
つ
い
て

5
、
二

O
O
五
年
度
客
員
研
究
員
の
科
学
研

究
費
補
助
金
研
究
代
表
者
就
任
に
つ
い
て

6
、
二

O
O
五
年
度
研
究
談
話
会
開
催
に
つ

い
て

六
月
八
日
(
水
)
午
後
十
二
時
三
十
分
1

第
二
回
運
営
会
議
開
催

1
、
二

O
O
六
年
度
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

募
集
に
つ
い
て

2
、
二

O
O
五
年
度
第
六
十
五
回
仏
教
文
化

講
演
会
の
開
催
に
つ
い
て

3
、
二

O
O
五
年
度
沼
田
奨
学
金
研
究
奨
学

金
受
給
者
の
推
薦
に
つ
い
て

六
月
二
十
九
日
(
水
)
午
後
三
時

1
四
時
三
十

分第
六
十
五
回
仏
教
文
化
講
演
会

会
場
大
官
学
舎
本
館
二
階
講
堂

講
題
「
ア
メ
リ
カ
で
の
真
宗
伝
道
|
宗

教
教
育
と
い
う
一
つ
の
方
法
論
を

通
し
て
」

講
師
山
岡
誓
源
氏
(
北
米
開
教
区
元

開
教
総
長
・
文
学
博
士
・
宗
教
教

育
博
士
)

七
月
九
日
(
土
)
午
後
二
時
1
三
時
三
十
分

第
一
回
研
究
談
話
会
(
糸
井
研
究
班
)

会
場
大
宮
北
費
一

O
一
教
室

(
研
究
部
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講

題

「
江
戸
時
代
の
国
際
人
・
雨
森
芳

洲
|
日
朝
交
流
に
尽
く
し
た
そ
の

生
涯
l
」

雨
森
正
高
氏
(
本
所
客
員
研
究

員
)

七
月
二
十
二
日
(
金
)
午
後
一
時
三
十
分
j

第
二
回
研
究
談
話
会
(
赤
松
研
究
班
)

会
場
大
宮
西
豊
三
階
小
会
議
窒

講
題
「
神
仏
習
合
研
究
の
動
向
」

講
師
中
川
修
氏
(
本
学
文
学
部
教
授
)

九
月
二
十
六
日
(
金
)
午
後
三
時
1

第
三
回
研
究
談
話
会
(
入
津
研
究
班
)

会
場
大
宮
本
館
一
階
応
接
室

講
題
「
旅
順
博
物
館
所
蔵
資
料
の
現
状

と
展
望
」

講
師
上
山
大
峻
氏
(
本
学
名
誉
教
授
)

緋
一
一
沙
雅
章
氏
(
京
都
大
学
名
誉

教
授
)

三
谷
真
澄
氏
(
本
学
文
学
部
助

教
授
)

橘
堂
晃
一
氏
(
本
学
大
学
院
文

学
研
究
科
研
究
生
)

磯
遺
友
美
氏
(
本
学
大
学
院
文

学
研
究
科
研
究
生
)

九
月
二
十
八
日
(
水
)
午
後
十
二
時
三
十
分
j

第
三
回
運
営
会
議
開
催

1
、
二

O
O
六
年
度
仏
教
文
化
研
究
所
(
善

本
叢
書
・
研
究
叢
書
)
出
版
助
成
の
募
集

つ
い
て

2
、
二

O
O
六
年
度
専
任
研
究
員
の
募
集
に

つ
い
て

3
、
平
成
一
七
年
度
沼
田
奨
学
金
(
研
究
奨

講

師

学
金
)
受
給
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

4
、一一

O
O
五
年
度
外
国
人
客
員
研
究
員
の

任
用
に
つ
い
て

5
、
二

O
O
五
年
度
仏
教
文
化
研
究
所
の
客

員
研
究
員
の
追
加
承
認
に
つ
い
て

6
、
三

O
O
五
年
度
客
員
研
究
員
の
科
学
研

究
費
補
助
金
研
究
者
名
簿
へ
の
登
載
に
つ

い
て

7
、
二

O
O
五
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て

8
、
二

O
O
六
年
度
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
採

用
審
査
日
程
に
つ
い
て

9
、
過
去
の
常
設
研
究
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て

十
月
五
日
(
水
)
午
後
一
時
三
十
分
1

二
O
O
六
年
度
仏
教
文
化
研
究
所
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
採
用
審
査
会
開
催

十
月
六
日
(
木
)
午
後
六
時
三
十
分

1

第
四
回
・
研
究
談
話
会
(
赤
松
研
究
班
)

会
場
大
宮
本
館
一
階
応
接
窒

講
題
「
専
修
念
仏
と
神
祇
」

講
師
藤
村
研
之
氏
(
本
学
文
学
部
特

任
助
教
授
)

十
月
十
二
日
(
水
)
午
後
十
二
時
三
十
分
1

第
四
国
運
営
会
議
開
催

1
、
二

O
O
六
年
度
仏
教
文
化
研
究
所
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
採
用
審
査
結
果
に
つ
い
て

2
、
二

O
O
五
年
度
客
員
研
究
員
の
科
学
研

究
費
補
助
金
研
究
者
名
簿
へ
の
登
載
に
つ

い
て

平
成
一
七
年
十
一
月
三
十
日
発
行

龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所

代

表

者

小

玉

大

国

事
六

0
0
|八
二
六
八

京
都
市
下
京
区
七
条
通
大
宮
東
入

大
工
町
二
一
五
一

電
話
O
七
五
泊
三
三
一
一
(
代
)

(
内
線
5
4
0
0
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